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～講評～ 

得点目標は７割５分～８割。 

大問ⅠとⅡは、基本的な知識を直接的に問う問題と、知識を用いて簡単な考察や計算を行う問題で構成されてお

り、教科書の重要事項を丁寧に暗記できていれば高得点が狙えた。一方で誤解しやすい知識の割合が高く、うろ覚

えで挑んだ受験生は困惑しただろう。 

 大問ⅢとⅣは、データに基づいて考察する問題で構成されており、Ⅲの多くは問題集などでもよく見かける典型

的なものであった。十分な演習を行ってきた受験生であれば、正解を重ねることは難しくなかったはずである。Ⅳ

は単元をまたいで知識を活用する力や、実験条件と結果を論理的に結びつける考察力が問われた。ロジックそのも

のはそれほど複雑ではなかったが、やや問題文が長く情報量が多かったため、このような問題に慣れていない受験

生によっては難しく感じたかもしれない。 


